
令和 8 年 4 月 1 日

＜活動内容＞ ＜活動の様子＞

＜目的＞

＜成果＞

 【活動場所】元住吉商店街にある COCOPAN Craft Bakery
 【実施日程 】令和7年8月20日
 【実施した利用者の知識・能力向上に係る実施の概要】
株式会社アクセルと連携し、現状は知識や能力面に不安があり、当該
等の施設外就労としてパンの製造作業に携わったことのない利用者を
対象に、パンの生地作りや仕込みについての研修を行い、利用者の知
識・作業能力の向上につなげた。
 利用人数 :5名

 一般就労に向け、パン屋さんでの作業スキルである生地の成
型や仕込み作業を身につけることを目的とした研修会。
企業が実際に行っている作業などができるようになる事で
一般就労に向けての準備にもなり業務の幅を広げる。

就労継続支援Ａ型事業所における利用者の知識・能力向上に係る実施状況報告書

事業所名 ほまれの家元住吉店 事業所番号 14146241162

連携先企業（担当者）  株式会社アクセル  海老澤大地

利用者Aさんの意見
 
 生地を丸める作業では、お団子を作る要領とは違い、コツを掴むまで時間がかかってしまいました。
 全てに対して材料を分量通りにするので、まずはしっかり覚えることが必要と認識できました。

住 所 川崎市中原区木月2-14-15河西ビル１階 管理者名 重田 勇

利用者からの意見・評価

電話番号 044-863-6220

生地を丸める作業では、簡単そうに見えて難しくコツを掴むまで時間がかかっている様子でした。
今回はカレーパン作りの練習をして頂きましたが、具材を図ることや位置など、工程が多い事に驚いている様子でした。
一つずつゆっくり進めて完成すると安心した表情がみられました。
 株式会社アクセルと今後も連携し、利用者さんの能力向上に向けて動いていきたいです。

対象年度 令和7年度

利用者の知識・能力向上に係る実施概要

連携先の企業や事業所等の意見または評価

【 実施した結果】
 生地の形成、総菜パンの仕込みを教わり実行したが、スキル習得までには時間が
必要な様子。
 【得られた成果 】
 一つ一つの工程をしっかり覚えて行う必要があることが認識できた。
 【課題点】
 必要な材料や分量を覚えることができるまで研修時間が必要。

様式２


